
（別紙３）

～ 2025年　2月　7日

（対象者数） 61人 （回答者数） 34人

～ 2025年　2月　7日

（対象者数） 6人 （回答者数） ６人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・児童の状態や成⾧を細かく確認をしていく
・学校等の様子も聞いて、事業所では見えない一面について
も知るようにしていく

2
・児童の様子や雰囲気が伝わるような内容に出来るように定
期的に本部で会議を行い改善を図っていく

3

・ルールの明確化（児童がより理解しやすい伝え方を工夫し
ていく）
・引き続き児童の話を聞くようにしていく（自分から話した
い場合は時間を設けて聞く、お友達同士で会話をしている内
容を気にかける等）

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・定期的な保護者参加可能なイベント等の開催

2

・地域の区民祭りや児童館イベントの見学等は情報が入って
きたら確認はしている（障がいに対する理解がなく、露骨に
嫌がるような対応をされる事もある為、事前に確認等をして
快く受け入れてくれる場合は調整している）
・公園遊び等では他の児童と一緒に関わって遊んでいる事も
ある

3
・支援講座への案内等を積極的にしていく
・個々のニーズに合わせての相談等を受けていく

○事業所名 放課後等デイサービス　ファーストシーンドリーム上一色

○保護者評価実施期間 2025年　1月　27日

○保護者評価有効回答数

2025年　2月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年　2月　18日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

・家族支援（ペアレントトレーニング等）
・地域にある支援センター等の家族向け支援講座等が定期的に
行われている為、実施への優先度が低い

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・保護者同士の交流の機会が定期的に持てていないこと
・コロナウイルスの影響で人との交流を制限した流れから、交
流出来るイベントの開催等を実施しなくなった為
・就業している保護者が全体的に多く、日程調整が難しい

・他の児童クラブや児童館等の地域交流について
・児童によっては事業所を使っている事を知られたくないケー
スがある（特に通常級の児童）

活動プログラムの多様性

・児童に合わせて必要と考えられる事を取り組めるようにして
いる
・出来る限りではあるが、児童が飽きずに楽しみながら活動に
取り組めるようにしている
・出来ない事、苦手な事が続かないようにレベルの調整をして
いる

SNSで日々の様子を発信している ・毎日活動の様子をXにて発信しいる

児童は安心感をもって通所している

・児童が楽しいと思えるような事を提供できるようにしている
（ゲーム機やタブレット等の電子機器は使用禁止）
・児童の話を聞くようにしていてその時の本人のブームに合わ
せた事を考えて活動や遊びに取り入れるようにしている
・危険な事等の不適切な言動に関しては全児童に対して同じレ
ベルで注意をしている（伝え方は個々の特性に合わせる）

事業所における自己評価総括表公表


